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Development of design code for MSR (fast and/or thermal) plant has been initiated. Computer code for evaluation of 

molten salt loop performance was developed and verification is in-progress with MSRE data of ORNL of 1960th. 
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1. 緒言  

東日本大震災に引き続く原子力事故（3.11）と向き合い、核エネルギーの扱い方を反省し、ここに若いメ

ンバーが参集した。私達の目標は、一般家庭に隣接して置かれても危険なく安心し生活できる物理的、化

学的、工学基本原理（例えば密閉の速度論）的に、即ち原理的に安全なプラントを実現することにある。 

その第一歩として ORNL開発のMSRプラントの基礎となる溶融塩ループ技術を自らの手で成熟させる。

なお高温溶融塩ループ技術は、その熱源にかかわらず熱の有効利用即ち蓄熱、水素製造等の基礎となる。 

2. 概要  

2-1.シミュレーション計算コード  

溶融塩炉（MSRE）をモデルにした一次元円環状熱循環ループの挙動を、非圧縮性流体、質量保存、熱輸

送、壁摩擦力、静圧／動圧、をセグメント分割により定式化し、閉鎖ループとして収束計算する。 

2-2. コード検証計算  

MSREの概略図（高さ方向、横方向位置）を以下に示す。崩壊熱を除去する自然対流実験の結果 [1]をコ

ード検証に利用する。シャットダウン時の出力 354KW、炉心内の温度上昇 76゜F（24.4℃）、流量 31gpm（1.96

リットル/秒）、炉心温度上昇約 42℃（1120゜F （604℃）から 1196゜F（646℃））である。 

 

開発したコードは、ポンプ停止時自然循環での実測された炉心熱出力 

対 温度上昇を概ね再現できた。但し、熱交換器や炉心での圧損、配管

等からの熱損失、ポンプ部フィルガス圧力など、不確定な項目が多く、

今後検証に向けより詳しいデータ入手を試みる。 

3. 結論  

溶融塩ループ性能評価計算コードを開発し、MSREの自然対流試験の

解析を行い再現に見通しを得た。今後は明らかになった課題をもとに、

ポンプ、熱交換器などの機器、乱流抵抗、オリフィス、ベンド部圧力損

失などのモデル開発や改良と組込みを進める。 
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